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ケリ。女院ハ、 「スコシサモヤト聞食事アリ。御尋アルベキ也」 トテ、同御年ホドナル少キ者ヲ迎サセ給テ、尋出タル躰ニテ、終ニ宮ヲ渡奉ラル（ 『頼政記』五二一頁）
　
大将宗盛から、八条院のもとに、以仁王の子供を出すようにとの矢
継ぎ早の催促もあり、中納言頼盛も、それに応じ督促する。ここまでは、いずれ 諸本 変わらない。ただ、この後が、いずれの諸本も分かりづら 。
　
先ず、初めに、延慶本は、 「宮様のことではないかとちょっとお聞














































































ることになったのは、祖父清盛が、高倉天皇を退位させ、安徳天皇を強引に即位させた平家の悪行が、天地の心にも違い、冥慮の恵にも背いたからだとして、掲出の別記文 引かれている。この内の「不患位之不貴…」の句は、 『後漢書』の張衡列伝第四十九に載る。・君子 患位之不尊、而患德之不崇。不恥禄之不夥 而恥智之不博（君子は位の尊からざることを患ひとせず、徳の崇からざることを患ひとす。禄の夥
おお
からざることを恥とせず、智の博からざること



















無テワタラセ給シカドモ、敦文親王、承暦元年八月六日、御歳四歳ニシテ失給ヘリ。同三年七月九日、六条右大臣顕房公御娘ノ御腹ニ堀河院御誕生。同年十一月三日、親王ノ宣旨ヲ被下タリケレドモ、②太子ニハ立給ハズ。 「此等ハ三宮ノ御事、後三条院ノ御遺言ヲ畏サセ給故」トゾ、古キ人ハ申侍 。雖然応徳三年十一月廿八日、御年八歳ニシテ譲ヲ得サセ 。ヤガテ同日、春宮トス。善仁王是也。③太子ニモ立給ハズ、親王ニテゾ御位ニ即セ給ケル（延慶本八一オ～八一ウ）
・承保元年十二月十六日ニ、白川院ノ一宮敦文親王御誕生、今上后腹











































コソ叶ハズトモ、太子ニモト責テハ被思食ケレドモ、終ニ不叶。②寛治三年六月二日、三宮陽明門院ニ 御元服アリシカドモ、③康利五年正月廿六日鳥羽院御誕生アリテ、同年八月十七日春宮ニタヽセ給ニシカバ、 三宮太子ノ 沙汰ニモ不及。其後者 切セ給 ケリ。何計カ無本意モ被思食ケム。サレドモ、仁和寺ノ花園ト云所ニ住セ給ケルニ…白河院ノ御子全子内親王ヲバ 二条ノ皇太后宮 ゾ申ケル。④鳥羽院ハ康和五年正月十六日ニ 同八月十七日ニ春宮ニ立セ給フ。嘉承二年七月十九日、御年五歳ニテ位ニ即セ給タリケレバ（ 『頼政記』五 二～ 二 頁）
　
初めに、延慶本の本文の検討に入ろう。延慶本は、①の寛治三




は、時間が遡及して、①の記事に続かないための改変であって、原初形態ではない。ここは、延慶本に、②の記事が、輔仁のこととすぐには読み取りがた と う瑕疵はあるものの、前年の堀河天皇の即位に続き、翌年に輔仁の元服はあったが、立太子 沙汰もないまま、康和五年（一一〇三）に、後の鳥羽天皇が誕生し、立太子もあったため輔仁は失意の余り、仁和寺の花園に籠居したと続く形が先行形態だろう。
　
一方、盛衰記や『頼政記』が、①の記事を増補したのは、前項で指


























三條院ノ遺言ヲモヲチサセ給ケルニコソ。一世ノ源氏無位ヨリ三位シ給フ事ハ、嵯峨天王ノ御子、揚成院ノ大納言定卿 外其例無承ル。③白河院ノ御子全子内親王 バ 条 皇太后宮トゾ申ケル。…永久元年十月比落書アリ。醍醐ニ勝覚僧都ノ童千手丸ト云者アリ。 「人ノ語ニヨテ、君ヲヲカシ奉セムトテ、常 内裏ニタヽズミテ候也」トゾ申タル。…（ 『頼政記』五二三～五二四頁）
　
各本の①の記事は、白河院が 輔仁の忘れ形見有仁の元服と源氏賜
姓を行い、さらに有仁に、破格の無位から、一度に三位の叙位を行ったとする記事。四部本も同様の記事を記すが、その中で注目されるのが、実線部だろう そうした有仁への破格の待遇は、白河院が、輔仁の愁いを休め、後三条院の遺言を恐れたためだというのである。前々項にも指摘したように、後三条院の遺言を恐れて、宮の立太子を逡巡する白河院像は、延慶本を越えた 『平家物語』 に通底 る人物像であったと言えよう。
　
次の②は、いわゆる安和の変について記したもの。冷泉 の治世能











事である。ここで 盛衰記が注目するのは、③に記された記事 為房の進言により、 縁者の沙汰 なかったことを特記する これ以前に、八条院 もと 匿われて た以仁王 宮 六波羅に 行された旨の記事があったが、この④の記事は、この後の、 「六条殿ト申女房ノ御腹」の「法皇ノ皇子」の消息記事にも繋がろう。
　
このように、盛衰記の④の記事には、延慶本に見たような、②と③
の記事とを結びつけるような機能は与えられていない。や り、盛衰記には、延慶本に見たような記事から 改変があると見て良かろう。その盛衰記の記事を、 さらに整理した形が 『頼政記』 と考えられよう
　
なお、③の記事の内、波線部の記事が、延慶本の場合、唐突 始ま








発満仲ガ子、摂津守頼光ガ三代ノ 胤 参河守 綱ガ孫、兵庫頭仲正ガ子也。②保元ノ合戦ノ時、御方ニテ一方 先陣ヲ賜リ、凶徒ヲ退タリケレト共、指ル勲功ノ賞ニモ不預、怨ヲ含ナガラ大内ノ守護シテ年久ク成、地下ニノミシテ殿上ヲユリサリケレバ（盛衰記四九九頁）
・①彼三位入道ハ、清和帝ノ第六ノ皇子貞純親王ノ三代ノ後胤、美河
守頼綱ガ孫、兵庫頭仲正ガ子也。②保元 之ノ先陣ヲ給リ、凶徒 テタリケレドモ、サセル勲功賞ニモ不預。又平治逆乱ノ時モ 親類ヲ奇
マヽ
テ御方ヘ参タリシカドモ、恩賞疎ナリ




































































































『皇年代略記』に、 「応徳三年十一月廿六日庚辰、受禅〈八、於堀河院、今日先立太子〉 、十二月十九日癸卯、即位〈大極殿〉 」とあるように 受禅当日、 「先」に立太子を行っ ことが分かる。このように、立太子を経ずに即位するということはあり得ない。 （曽我良成氏ご教示
（本稿は、二〇〇八年度名古屋学院大学研究奨励金による成果の一つである）
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